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感染症の原因となる病原体の多くは， 目に見えず存在が実感できないものである。しかし，それらは
人間とともに生物界の一員として生態系の中で共存しているという視点を持つことで，耐性菌の間題や
新興感染症• 再興感染症の間題の根本がより理解できると考える。そうした共存関係を理解させるため
に，私たちの周りに存在する細菌を採集して培養する実験をおこなって，その結果から「感染症と人間
の関係」についてお互いに意見を出し合いながら考えを深めていく授業を構成し実施した。生徒は，積
極的に実験に取り組み，「感染症と人間の関係」について考えを深め，「細菌との共生」「免疫力の向上」
「生活習慣の重要性」といったキーワードをつかってそれぞれの考えを述べており，感染症を防ぐため
の行動選択や意思決定につながる授業であったと考える。
1 . はじめに
保健の授業では，中学校でも高等学校でも「感染症の
予防」の単元が組み込まれている。高等学校学習指導要
領によると，「感染症は，時代や地域によって自然環境
や社会環境の影響を受け，発生や流行に違いが見られる
こと。感染症に対する社会の意識の変化等によって，新
興感染症や再興感染症の発生や流行が見られること。感
染症の予防には，環境の整備など社会的な対策とともに，
個人の取組が必要であることなどを理解できるようにす
る。」とあり，主に感染症への対策が内容として取り上
げられている。しかし，感染症の原因となる病原体の多
くは， 目に見えず存在が実感できないものである。しか
しそれらは，人間とともに生物界の一員として生態系の
中で生存しているという視点を持つことで，耐性菌の間
題や新興感染症・再興感染症の問題の根本が理解できる
と思う。
感染症は人類の誕生以来私たちの大きな脅威となって
きた。 1800年代に，微生物の発見，続いて抗生物質や
ワクチンの開発がすすみ，感染症の予防や治療は大きく
進んできた。同時に経済の発展とともに生活環境が改善
され公衆衛生も向上し，先進国では感染症の骨威は次第
に薄れていった。国連は 1978年に「2000年までに感染
症はもはや，人類の健康上の主要な昏威ではなくなるで
あろう。」という声明を発表し，続いて， 1980年には，
WHOが「天然痘の根絶宣言」をするなど，感染症は過
去の病気になるかに見えた。 しかし，同じ頃エイズはず
でに世界中に広がりはじめており，つづいて西ナイル熱，
エボラ出血熱，新しい型のインフルエンザ，結核など，
いろいろな新興感染症や再興感染症が登場してきた。
1996年にはWHOが，「我々は今や地球規模で感染症に
よる危機に瀕している。もはやどの国も安全ではない。」
との声明を発表することになった。現在までに様々な感
染症が世界各地で流行し，多くの命が奪われ，現在もそ
の封じ込めに大きなエネルギーを必要としている。
WHOをはじめとした世界中の取り組みにも関わら
ず，次々と様々な感染症が流行しているのはなぜだろう
か。感染症は，単にどこかから病原体がやってきて病気
になるのではなく，私たちの周りには常に様々な病原体
が存在しており，その病原体と人間の抵抗力との関係の
中で感染が起ったり起こらなかったりする。また感染し
ても発病する場合もあるし発病しない場合もあり，大流
行する場合もあるしあまり流行しない場合もある。私た
ちは，常に感染症への感染のリスクにさらされているの
である。また，免疫との関係でいえば，感染することで
免疫力は高まってくるということもある。
感染症を引き起こす病原体は私たちの周りにどのよう
に存在しているのか，そして、それら病原体に対して私
たちの持っている免疫機能や常在菌などがどのように働
きながら，バランスを保っているのかを理解させること
が，病原体と共存しながら感染症から自分を守る力を育
てることになると考える。感染症を単に「病原体ー病気」
と言った関係だけでとらえるのではなく，生物界の一員
としての「人間」と「病原体」としてとらえることが必
要である。そこで，今回の授業では，自分たちの周囲に
は多くの日に見えない病原体となる細菌が存在している
ことを確認するために，寒天培地で私たちの身の回りに
存在する細菌を採集し，培養する実験を取り入れた。そ
してその結果から「感染症と人間との関係はどうあるべ
きか」について，お互いの意見を出し合いながら考えて
いく授業を構成し実施した。
2 実験を核にした単元構成について
-194 -











